
心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
当
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

新 連 載

第5 回 第4 回 第3 回 第2 回 第1 回

（
1
9
8
9
年
）

か金
沢
春
康

な
ざ
わ
は
る
や
す

最 終 回 第1 回第1 0 回第1 回第1 1 回 第1 回第9 回 第1 回第8 回 第1 回第7 回 第1 回第6 回

映
画『
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』

一
般
社
団
法
人
1
0
0
年
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
代
表
理
事

映
画
『
マ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ン
』

（
2
0
1
5
年
）

社
会
保
険
労
務
士

丸ま

山
る
や
ま

美み

ゆ幸き

映
画
『
八
月
の
鯨
』（
１
９
８
７
年
）

85

　
『
Ｒ
Ｂ
Ｇ
最
強
の

才
』（
２
０
１
８
年
）

読
売
新
聞
編
集
委
員

猪い

熊
の
く
ま

律り
つ

子こ

映
画
『
生
き
る
』
（
１
９
５
２
年
）

一
般
社
団
法
人
シ
ニ
ア
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
推
進
協
会
　
代
表
理
事

た髙
平

か
ひ
ら

ゆ
か
り

小
説
『
真し

ん

理り

先せ

ん

生せ

い

』

む

（
著
／
武
者
小

し
ゃ
の
こ
う

路じ

実さ

篤
ね
あ
つ　

１
９
５
２
年
）

株
式
会
社
シ
ニ
ア
ジ
ョ
ブ
広
報
部
部
長

安あ

び彦こ

守も
り

人と

映
画『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』（
２
０
０
４
年
）

山
﨑
京
子

小
説
『
姥う

ば

ざ
か
り
』（
著
／
田た

辺な

聖
べ
せ
い

子こ

１
９
８
１
年
）

田た

な中か
じ
ゅ
ん淳

子こ

ト
レ
ノ
ケ
ー
ト
株
式
会
社
　
国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

小
説
『
終
わ
っ
た
人
』

（
著
／
内う

館
牧

ち
だ
て
ま
き

子こ　

２
０
１
５
年
）

社
会
保
険
労
務
士

川か

越
わ
ご
え

雄ゆ
う
い一ち

小
説
『
あ
ん
』

（
著
／
ド
リ
ア
ン
助す

川
け
が
わ

２
０
１
３
年
）

事
業
創
造
大
学
院
大
学
事
業
創
造
研
究
科
教
授
　
浅
野
浩
美

映
画
『
土
を
喰
ら
う
十
二
ヵ
月
』（
２
０
２
２
年
）

お奥
山

く
や
ま

む
つ
み睦

株
式
会
社
ウ
イ
ル
代
表
取
締
役
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
博
士

国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

小
説
『
故
郷
忘ぼ

う

じ
が
た
く
候

そ
う
ろ
う

』

（
著
／
司し

馬ば

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

１
９
６
８
年
）

労
働
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
溝み

上
ぞ
う
え

憲の

文
り
ふ
み

マ
ン
ガ
『
総
務
部
総
務
課
山
口
六
平
太
』

（
作
／
林
律
雄
、
画
／
高
井
研
一
郎
）

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
　
内
田
賢

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

立
教
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
特
任
教
授

日
本
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
理
事
長



映
画
『
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
に
登
場
す

る
老
人
ア
ル
フ
レ
ー
ド
は
、
映
写
技
師
。
彼
は
10
歳
か
ら

仕
事
に
就
き
、
小
学
校
も
卒
業
し
て
い
ま
せ
ん
。
読
み
書

き
算
数
は
苦
手
で
す
が
、
自
分
が
上
映
し
た
映
画
の
ス

ト
ー
リ
ー
や
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
か
ら
学
び
、
確
固
た
る

人
生
観
を
持
っ
て
い
ま
す
。

少
年
ト
ト
は
映
写
技
師
の
仕
事
に
憧
れ
、
ア
ル
フ
レ
ー

ド
へ
の
師
事
を
求
め
ま
す
が
、
彼
は
強
く
反
対
し
ま
す
。

「
夏
は
灼
熱
、
冬
は
極
寒
の
環
境
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
も

働
き
、
独
り
ぼ
っ
ち
の
孤
独
な
仕
事
だ
」

ト
ト
は
た
ず
ね
返
し
ま
す
。

「
じ
ゃ
あ
、
こ
の
仕
事
が
嫌
い
な
の
？
」

「
い
や
あ
、
お
客
が
楽
し
ん
で
い
る
と
自
分
も
楽
し
い
。

み
ん
な
が
笑
う
と
、
自
分
が
笑
わ
せ
て
い
る
気
が
す
る
。

人
々
の
悩
み
や
苦
労
を
忘
れ
さ
せ
る
。そ
れ
が
大
好
き
だ
」

ア
ル
フ
レ
ー
ド
と
ト
ト
は
、
年
齢
差
を
越
え
て
対
等
に

つ
き
合
い
、ト
ト
は
立
派
な
青
年
映
写
技
師
に
育
ち
ま
す
。

し
か
し
あ
る
と
き
、
ア
ル
フ
レ
ー
ド
は
ト
ト
に
村
か
ら

出
る
よ
う
す
す
め
ま
す
。

「
決
し
て
帰
っ
て
く
る
な
。
私
た
ち
を
忘
れ
ろ
。
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
を
捨
て
ろ
」

ア
ル
フ
レ
ー
ド
に
は
、
映
写
技
師
と
い
う
仕
事
や
、
村

に
留
ま
る
こ
と
の
人
生
の
行
き
詰
ま
り
が
わ
か
っ
て
い
ま

し
た
。

小
さ
な
駅
か
ら
の
出
立
が
今
生
の
別
れ
と
な
り
ま
す
。

ア
ル
フ
レ
ー
ド
は
そ
の
後
、
二
度
と
ト
ト
に
会
う
こ
と
な

く
、
天
に
召
さ
れ
ま
す
―
―
。

ア
ル
フ
レ
ー
ド
と
ト
ト
の
関
係
が
素
敵
な
の
は
、
家
族

で
も
親
戚
で
も
な
い
大
人
と
子
ど
も
が
、
上
下
関
係
で
は

な
く
、
互
い
の
個
性
や
強
み
を
尊
重
し
、
支
え
あ
う
間
柄

で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

社
会
の
な
か
で
の
大
人
と
子
ど
も
の
関
係
が
希
薄
に

な
っ
た
現
代
で
は
、
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
た
光
景
と

い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

少
子
高
齢
化
時
代
は
、
現
役
世
代
が
騎
馬
戦
型
で
高
齢

者
を
支
え
る
時
代
で
す
が
、
視
点
を
変
え
る
と
、
子
ど
も

一
人
を
支
え
る
大
人
の
数
が
、
社
会
全
体
で
圧
倒
的
に
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
役
世
代
が
年
金
や
社
会
保
険
で
高
齢
者
を
支
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
高
齢
者
は
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
を
支

え
る
側
に
ま
わ
る
、
と
い
う
発
想
も
大
い
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

私
事
で
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人H

U
G
 for A

LL

※
の
活

動
で
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
び
、

遊
び
、
時
間
を
と
も
に
し
て
い
ま
す
。
５
年
前
に
初
め
て

出
会
っ
た
小
学
校
３
年
生
の
Ｓ
君
が
間
も
な
く
高
校
進
学

を
迎
え
ま
す
。
ア
ル
フ
レ
ー
ド
の
よ
う
に
温
か
く
、
そ
し

て
と
き
に
は
厳
し
く
、
彼
の
人
生
を
見
守
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

※ https://hugforall.org/ ジュゼッペ・トルナトーレ監督. ニュー・シネマ・パラダイス.フィリップ・ノワレ,サルヴァトーレ・カシオ出演 .
ヘラルド・エース .1989.

ハ
グ
　
フ
ォ
ー
　
オ
ー
ル

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

第1 回

映
画『
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』

（
1
9
8
9
年
）

一
般
社
団
法
人
1
0
0
年
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
代
表
理
事

金か
な

沢ざ
わ

春は
る

康や
す

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
当
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

新 連 載



ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
に
住
む
70
歳
の
ベ
ン
・
ウ
ィ
テ

カ
ー
は
、
長
年
連
れ
添
っ
た
妻
と
死
別
し
、
隠
居
生
活
の

時
間
を
持
て
余
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
ス
ー

パ
ー
で
シ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ン
の
求
人
募
集
広
告
を
目
に
し

ま
す
。
場
所
は
、
か
つ
て
自
分
が
勤
め
あ
げ
た
電
話
帳
工

場
で
、
い
ま
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
通
販
サ
イ
ト
の
運
営
会
社

『
ア
バ
ウ
ト
・
ザ
・
フ
ィ
ッ
ト
』。
応
募
は
履
歴
書
で
は
な

く
、
自
己
Ｐ
Ｒ
動
画
投
稿
。
ベ
ン
は
慣
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル

機
器
で
動
画
を
作
成
し
、
若
い
重
役
の
面
接
も
ク
リ
ア
。

見
事
シ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ン
に
採
用
さ
れ
、
ア
バ
ウ
ト・ザ・

フ
ィ
ッ
ト
の
創
業
者
で
、
40
歳
年
下
の
女
性
社
長
ジ
ュ
ー

ル
ズ
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
元
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ジ
ュ
ー
ル
ズ
は
「
あ
な
た
に
任
せ
る
仕
事
が

な
い
、
必
要
な
と
き
は
メ
ー
ル
で
指
示
す
る
」
と
ベ
ン
に

い
っ
た
き
り
梨
の
礫つ

ぶ
て

。数
日
後
の
朝
、出
社
前
に
ベ
ン
は「
行

動
あ
る
の
み
」と
意
を
決
し
た
よ
う
に
つ
ぶ
や
き
、
行
動
し

ま
す
。
郵
便
物
や
宅
配
荷
物
を
カ
ー
ト
で
運
ぶ
女
性
社
員

を
手
伝
っ
た
り
、
同
僚
の
ヤ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ン
に
消
費
行

動
分
析
を
教
え
た
り
、
恋
愛
問
題
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、

彼
の
経
験
が
な
せ
る
行
動
の
数
々
。
そ
れ
を
見
か
け
た

ジ
ュ
ー
ル
ズ
は
、「
私
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
忙
し
そ
う
」
と
つ

ぶ
や
く
と
、
会
社
の
ナ
ン
バ
ー
２
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
「
ベ
ン

は
み
ん
な
に
親
切
で
人
気
が
あ
る
ん
だ
」
と
教
え
ま
す
。

ベ
ン
は
職
場
の
若
い
人
た
ち
の
信
頼
を
得
て
、
会
社
に
溶

け
込
ん
で
い
く
の
で
し
た
。

ジ
ュ
ー
ル
ズ
が
気
が
か
り
に
し
て
い
た
物
置
エ
リ
ア
の
山

を
、
ベ
ン
は
朝
7
時
に
出
社
し
て
片
づ
け
ま
す
。
キ
ャ
メ
ロ

ン
が
社
内
放
送
で
ベ
ン
を
呼
び
、
ジ
ュ
ー
ル
ズ
は
大
喜
び
で

自
ら
感
謝
の
言
葉
を
ベ
ン
に
述
べ
ま
す
。
い
っ
せ
い
に
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
、
ベ
ン
は
ジ
ュ
ー
ル
ズ
と
会
社
中
の
信
頼
を

得
た
の
で
し
た
。
こ
の
後
も
ベ
ン
の
言
動
や
活
躍
か
ら
人

柄
を
信
頼
し
た
ジ
ュ
ー
ル
ズ
は
、
夫
と
の
問
題
や
株
主
か

ら
要
請
さ
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ
選
任
な
ど
の
大
問
題
を
相
談
す
る

ほ
ど
、
ベ
ン
に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
が
前
向
き
に
仕
事
を
し
て
い
る
特
徴
を
健
康
社

会
学
者
の
河か

わ

合い

薫か
お
る

氏
は
、「
適
応
の
視
点
で
は
半
径
３
メ
ー

ト
ル
の
環
境
に
溶
け
込
も
う
と
し
て
い
る
か
否
か
、
健
康

社
会
学
の
視
点
で
は
人
格
的
成
長
を
維
持
・
強
化
で
き
た

か
否
か
。
人
格
的
成
長
は
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
る
志
向
、

危
機
や
不
安
に
遭
遇
し
た
と
き
こ
そ
高
め
ら
れ
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
思
考
の
一
つ
。
こ
の
人
格
的
成
長
こ
そ
が
50
歳
以

降
の
人
生
の
鍵
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
説
い
て

い
ま
す
。
ベ
ン
の
シ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
の
姿
勢
は
、

こ
れ
に
合
致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ベ
ン
の

よ
う
に
多
く
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
の
は
と
て
も
素
敵
で
す
。

余
談
で
す
が
、
ベ
ン
を
演
じ
た
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー

ロ
氏
は
、
79
歳
で
7
人
目
の
子
ど
も
を
授
か
っ
た
こ
と
を

今
年
の
5
月
に
明
か
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
素
敵
な
話
題

で
す
が
、ベ
ン
の
働
き
方
を
見
習
う
こ
と
は
で
き
て
も
、デ・

ニ
ー
ロ
氏
の
生
き
方
を
見
習
う
の
は
む
ず
か
し
そ
う
で
す
。

『マイ・インターン』デジタル配信中
ブルーレイ 2,619 円（税込）／
DVD 1,572 円（税込）
発売元： ワーナー・ブラザース ホームエ

ンターテイメント
販売元： NBC ユニバーサル・エンター

テイメント
©2015 Warner Bros. Entertainment 
Inc. and Ratpac-Dune Entertainment 
LLC. All rights reserved.

心
に
残
る

の
高
齢
者

第2 回

映
画
『
マ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ン
』

（
2
0
1
5
年
）

社
会
保
険
労
務
士

丸ま
る

山や
ま

美み

幸ゆ
き

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
〝
あ
の

作
品
〞
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

2023.7



「
心
に
残
る
〜
」
と
聞
い
て
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ん
だ

映
画
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
１
９
８
７
年
の
ア
メ

リ
カ
映
画
『
八
月
の
鯨
（
原
題
は
「T

he W
hales of 

A
ugust

」）』。
も
う
一
つ
は
、
２
０
１
８
年
の
ア
メ
リ
カ

映
画
『
Ｒ
Ｂ
Ｇ
最
強
の
85
才
（
原
題
は
「
Ｒ
Ｂ
Ｇ
」）』。

タ
イ
プ
は
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
が
、
と
も
に
高
齢
女

性
の
生
き
方
を
描
い
て
い
て
、「
お
ば
あ
さ
ん
の
世
紀
※
」

を
迎
え
る
日
本
の
将
来
の
姿
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
、

参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
欲

張
っ
て
二
つ
の
作
品
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
八
月
の
鯨
』
は
、
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
を
舞
台
に
、
鯨

が
く
る
入
り
江
の
別
荘
で
ひ
と
夏
を
過
ご
す
老
姉
妹
の
日

常
を
描
い
た
作
品
で
す
。
目
が
不
自
由
で
偏
屈
さ
を
増
す

姉
と
、
か
い
が
い
し
く
世
話
を
焼
き
つ
つ
も
将
来
を
案
ず

る
妹
。
と
も
に
夫
を
亡
く
し
、
支
え
あ
っ
て
生
き
る
姉
妹

の
姿
を
、
ベ
テ
ィ・デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
リ
リ
ア
ン・ギ
ッ
シ
ュ

と
い
う
２
大
名
女
優
が
共
演
し
て
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

１
時
間
半
に
お
よ
ぶ
こ
の
映
画
に
は
特
段
大
き
な
事
件

は
出
て
き
ま
せ
ん
。
一
見
退
屈
そ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

老
い
や
死
に
向
き
あ
う
２
人
の
さ
り
げ
な
い
仕
草
や
表
情

が
実
に
リ
ア
ル
で
、
他
方
、

一
日
一
日
を
て
い
ね
い
に
、

慎
ま
し
や
か
に
生
き
る
姿

が
共
感
を
呼
び
ま
す
。
特

に
リ
リ
ア
ン
・
ギ
ッ
シ
ュ
演

じ
る
妹
が
結
婚
記
念
日
に

ド
レ
ス
を
着
て
、
テ
ー
ブ

ル
に
キ
ャ
ン
ド
ル
と
バ
ラ

を
飾
り
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

片
手
に
亡
き
夫
の
写
真
に
話
し
か
け
る
場
面
は
秀
逸
で
す
。

撮
影
当
時
、
ベ
テ
ィ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
80
歳
近
く
、
リ

リ
ア
ン
・
ギ
ッ
シ
ュ
は
90
歳
を
超
え
て
い
た
と
い
い
ま
す

か
ら
、
高
齢
に
な
っ
て
も
こ
ん
な
仕
事
を
す
る
２
人
の
姿

に
励
ま
さ
れ
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、『
Ｒ
Ｂ
Ｇ
最
強
の
85
才
』は
２
０
２
０
年
に
87
歳

で
亡
く
な
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
派
の
米
連
邦
最
高
裁
判
事
、ル
ー

ス
・
ベ
イ
ダ
ー
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ（
通
称
Ｒ
Ｂ
Ｇ
）の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。
１
９
５
０
年
代
に
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
法
科
大
学
院
に
入
り
、
そ
の
後
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

法
科
大
学
院
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
。
そ
れ
で
も
彼
女
を

雇
う
法
律
事
務
所
は
一
つ
も
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
以

降
、「
性
差
の
壁
」
を
解
消
し
よ
う
と
、
法
律
の
知
識
を

駆
使
し
て
ア
メ
リ
カ
社
会
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

印
象
深
い
の
は
、
夫
と
死
別
し
た
女
性
に
は
子
ど
も
を

養
育
す
る
給
付
金
が
支
払
わ
れ
る
の
に
、
妻
と
死
別
し
た

男
性
に
支
払
わ
れ
な
い
の
は
不
合
理
だ
と
訴
え
、
性
差
別

は
男
女
双
方
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
社
会
に
知
ら

し
め
た
点
で
す
。

「
闘
う
判
事
」
と
い
う
と
腕
っ
節
が
強
そ
う
で
す
が
、
実

際
の
彼
女
は
と
て
も
小
柄
で
、シ
ャ
イ
で
、ユ
ー
モ
ア
も
た
っ

ぷ
り
。
若
者
の
間
で
ア
イ
ド
ル
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い

う
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

年
を
取
る
と
「
喪う

し
な

う
」

も
の
の
多
さ
に
立
ち
す
く

み
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、

老
い
に
は
い
ろ
い
ろ
な
生

き
方
が
あ
り
、
ど
う
生
き

る
か
は
自
分
次
第
よ
、
と

励
ま
さ
れ
る
気
分
に
な
る

映
画
で
す
。

※ 2045年には、日本の人口の2割を65歳以上の女性が占めると予測されていることをさした言葉

『八月の鯨』リンゼイ・アンダーソン監督．リリアン・ギッシュ，ベティ・デイヴィス出演．アライヴ・フィルム・プロダクション．1987
『RBG 最強の85才』ジュリー・コーエン，ベッツィ・ウェスト監督．ルース・ベイダー・ギンズバーグ出演．ファインフィルムズ．2018

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

第 3 回

映
画
『
八
月
の
鯨
』（
１
９
８
７
年
）

　
『
Ｒ
Ｂ
Ｇ
最
強
の
85
才
』（
２
０
１
８
年
）

読
売
新
聞
編
集
委
員

猪い
の

熊く
ま

律り
つ

子こ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す



『
生
き
る
』
は
、巨
匠・黒く

ろ

澤さ
わ

明あ
き
ら

監
督
の
代
表
作
と
し
て
、

『
七
人
の
侍
』
と
並
び
世
界
的
に
も
高
い
評
価
を
得
た
作

品
で
す
。
物
語
の
主
人
公
・
渡わ

た

辺な
べ

勘か
ん

治じ

は
、
市
役
所
に
勤

め
る
市
民
課
長
。
山
積
み
の
書
類
に
囲
ま
れ
て
、
ひ
た
す

ら
ハ
ン
コ
を
押
す
だ
け
の
無
為
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。「
休
ま
ず
、
遅
れ
ず
、
働
か
ず
」
と
い
う
役
人
と
し

て
の
王
道
を
ま
じ
め
に
歩
ん
で
き
た
寡
黙
な
初
老
の
役
人

で
す
が
、
あ
る
日
末
期
が
ん
で
余
命
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
さ
れ
ま
す
。

思
い
が
け
な
い
医
師
の
宣
告
に
戸
惑
い
、
混
乱
し
、
苦

悩
す
る
主
人
公
。
職
場
も
無
断
で
欠
勤
し
、
居
酒
屋
で
知

り
合
っ
た
中
年
の
男
に
連
れ
ら
れ
て
、
夜
の
歓
楽
街
を

彷さ
ま
よ徨
い
ま
す
。
そ
ん
な
父
親
の
行
動
が
理
解
で
き
ず
、
息

子
夫
婦
に
も
怪け

訝げ
ん

な
顔
を
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
失
意
の

主
人
公
に
と
っ
て
明
る
い
光
と
な
っ
た
の
は
、
屈
託
な
く

ケ
ロ
ケ
ロ
っ
と
よ
く
笑
う
市
役
所
の
若
い
女
性
職
員
・
小

田
切
と
よ
で
し
た
。
と
よ
の
活
気
あ
ふ
れ
る
姿
に
魅
せ
ら

れ
た
主
人
公
は
、「
こ
の
ま
ま
で
は
死
に
切
れ
ぬ
…
。
生

き
て
…
死
に
た
い
…
。
そ
の
た
め
に
、
何
か
し
た
い
…
」

と
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
そ
し
て
、
職
場
に
戻
り
た
ら
い
回
し

の
あ
げ
く
棚
上
げ
に
な
っ
て
い
た
市
民
陳
情
の
小
公
園
を

造
る
た
め
に
奔
走
し
ま
す
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
は
、
市
役
所

の
同
僚
を
驚
か
せ
、助
役
や
市
の
議
員
を
も
動
か
し
ま
す
。

５
カ
月
後
、
完
成
し
た
小
公
園
の
ブ
ラ
ン
コ
に
揺
ら
れ

な
が
ら
、『
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
』
を
口
ず
さ
む
主
人
公
。

「
い
の
ち
短
し　

恋
せ
よ
乙
女　

紅
き
唇
あ
せ
ぬ
間

に　

熱
き
血
潮
の
冷
え
ぬ
間
に　

明
日
の
月
日
は
な
い

も
の
を
」　

市
民
の
た
め
に
、
未
来
に
残
る
仕
事
を
最
後
に
成
し
え

た
主
人
公
の
眼
に
涙
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
『
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
』
は
、

大
正
時
代
の
流
行
り
歌
と
し
て
も
有
名
で
す
。
１
９
１

５
（
大
正
４
）
年
に
松ま

つ

井い

須す

磨ま

子こ

が
演
じ
る
第
５
回
芸

術
座
公
演
『
そ
の
前
夜
』
の
劇
中
歌
と
し
て
作
ら
れ
ま

し
た
。
も
の
悲
し
い
メ
ロ
デ
ィ
と
歌
詞
が
相
ま
っ
た
『
ゴ

ン
ド
ラ
の
唄
』
は
、
現
代
の
ア
ニ
メ
作
品
の
主
題
歌
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
レ
ン
ジ
は
か
な
り
違
い

ま
す
が
、
こ
の
楽
曲
が
も
つ
魅
力
は
現
代
に
も
色
あ
せ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、『
生
き
る
』
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家

の
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
に
よ
り
２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
に
リ
メ
イ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
人
公
が
生
き
た
時
代
の
定
年
は
55
歳
。
平
均
寿
命

は
60
歳
で
す
。
70
年
後
の
現
代
は
、
寿
命
も
職
業
人
生

も
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。
生
き
る
時
間
軸
が
伸
び
た
現

代
で
は
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
悩
む
人
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
仕
事
や
働
き
方
の
価
値
観
も
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
の
「
生
き
る
」
を
考
え
さ
せ
て

く
れ
る
映
画
で
す
。

心
に
残
る

の
高
齢
者

第4回

映
画
『
生
き
る
』
（
１
９
５
２
年
）

一
般
社
団
法
人
シ
ニ
ア
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
推
進
協
会
　
代
表
理
事

髙た
か

平ひ
ら

ゆ
か
り

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
〝
あ
の

作
品
〞
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の
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武
者
小
路
実
篤
の
小
説
『
真
理
先
生
』
に
は
、
真
理
先

生
の
ほ
か
、
初
老
か
ら
高
齢
と
思
し
き
人
物
が
、
語
り
手

の
「
僕
」（
山さ

ん

谷や

）、
画
家
の
馬ば

鹿か

一い
ち

（
石
か
き
先
生
）、

同
じ
く
画
家
の
白は

く

雲う
ん

子し

、
白
雲
子
の
弟
で
書
家
の
泰た

い

山ざ
ん

と

５
人
登
場
し
ま
す
。

真
理
先
生
は
、
じ
つ
は
主
人
公
で
は
な
く
、
石
や
雑
草

ば
か
り
描
く
才
能
が
微
妙
な
高
齢
の
画
家
・
馬
鹿
一
が
本

作
の
主
人
公
。
デ
ッ
サ
ン
な
ど
の
基
本
も
無
茶
苦
茶
、
人

物
的
に
も
変
人
、
風
采
も
よ
く
な
く
金
も
な
い
。
そ
ん
な

馬
鹿
一
は
、
山
谷
が
真
理
先
生
に
引
き
合
わ
せ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
ほ
か
の
人
に
も
出
会
い
、
石
だ
け
で
な
く
人

の
美
に
も
向
き
合
い
、
自
身
の
絵
を
高
め
ま
す
。
馬
鹿
一

だ
け
で
な
く
、
作
中
で
は
ほ
か
の
高
齢
男
性
陣
、
そ
し
て

若
い
人
物
も
何
ら
か
の
気
づ
き
を
得
て
成
長
し
て
い
ま

す
。登

場
人
物
が
み
ん
な
誠
実
な
善
人
で
真
摯
に
成
長
す
る

様
子
は
、
白し

ら

樺か
ば

派
ら
し
い
人
間
を
美
化
し
過
ぎ
る
描
写
に

も
思
え
ま
す
が
、個
人
的
に
真
理
先
生
が
述
べ
る
「
真
理
」

は
、
永
久
不
変
の
真
実
で
は
な
く
「
誠
実
な
姿
勢
が
人
に

と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
思
え
ま

す
。
ず
っ
と
貫
く
べ
き
人
の
基
本
姿
勢
だ
か
ら
こ
そ
、
成

長
の
イ
メ
ー
ジ
が
少
な
い
高
齢
者
の
成
長
が
描
か
れ
る
の

で
し
ょ
う
。

イ
メ
ー
ジ
は
少
な
い
も
の
の
、
現
代
の
高
齢
者
の
就
職

で
も
知
識
習
得
や
成
長
は
重
要
で
す
。
定
年
ま
で
に
積
み

上
げ
た
ス
キ
ル
や
資
格
も
大
事
で
す
が
、
真
摯
に
新
し
い

こ
と
を
学
ぶ
姿
勢
が
評
価
さ
れ
る
場
面
を
、
私
た
ち
シ
ニ

ア
ジ
ョ
ブ
の
就
職
支
援
で
は
よ
く
目
に
し
ま
す
。

本
作
に
は
も
う
一
つ
、
現
代
の
高
齢
者
の
仕
事
へ
の
学

び
が
あ
り
ま
す
。
真
理
先
生
も
語
り
手
の
山
谷
も
仕
事
ら

し
い
仕
事
は
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
実
篤
作
品
全
般
で
お
金

儲
け
は
重
要
視
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
真
理
先
生
の
自
身
の
知

識
や
信
念
を
人
に
教
え
導
く
姿
、
そ
れ
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
企
業
の
顧
問
に
も
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
主
要
人
物
を
引
き
合
わ
せ
る
山
谷
も
、
さ
な
が
ら
企

業
の
人
脈
構
築
を
担
当
す
る「
コ
ネ
ク
タ
」の
よ
う
で
す
。

真
理
先
生
や
山
谷
も
新
た
な
学
び
を
得
て
い
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
職
種
も
ま
た
、
過
去
の
実
績
や
知
識
の
み
で
な

く
、
新
た
な
イ
ン
プ
ッ
ト
が
不
可
欠
で
す
。

馬
鹿
一
の
絵
の
モ
チ
ー
フ
は
、
石
や
雑
草
↓
人
形
↓
杉

子
↓
愛
子
と
変
化
し
ま
す
が
、
序
盤
で
嫌
が
り
終
盤
で
自

ら
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
愛
子
が
最
高
峰
で
、
途
中
が
ス

テ
ッ
プ
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
理
先
生
が
「
自
己
も

生
き
、
他
人
も
生
き
、
全
体
も
生
き
る
、
そ
れ
が
真
理
の

道
で
あ
り
ま
す
」
と
講
じ
た
よ
う
に
、
馬
鹿
一
と
そ
の
モ

チ
ー
フ
も
互
い
や
ほ
か
の
登
場
人
物
と
よ
い
影
響
を
与
え

合
い
、
よ
い
影
響
が
循
環
し
た
形
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

第 5 回

小
説
『
真し

ん

理り

先せ

ん

生せ

い

』

（
著
／
武む

者し
ゃ
の

小こ
う

路じ

実さ
ね

篤あ
つ　

１
９
５
２
年
）

株
式
会
社
シ
ニ
ア
ジ
ョ
ブ
広
報
部
部
長

安あ

彦び
こ

守も
り

人と

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

武者小路実篤
『真理先生』（新潮文庫刊）



『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』
は
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
作
品
と
し

て
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
原
作

は
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
よ
る
小
説
『
魔

法
使
い
ハ
ウ
ル
と
火
の
悪
魔
』
で
す
が
、
映
画
で
は
よ
り

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
舞
台

は
1
９
０
０
年
代
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
田
舎
町
で
、

主
人
公
で
あ
る
18
歳
の
少
女
ソ
フ
ィ
ー
は
父
が
経
営
し
て

い
た
帽
子
屋
を
継
ぎ
、
地
味
な
服
装
で
人
づ
き
合
い
も
あ

ま
り
よ
く
な
い
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
店
に
現
れ
た

魔
女
の
呪
い
で
ソ
フ
ィ
ー
は
90
歳
の
姿
に
変
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
生
ま
れ
故
郷
を
離
れ
、
容
姿
端
麗
な
魔
法

使
い
の
ハ
ウ
ル
青
年
が
拠
点
に
し
て
い
る
巨
大
な
動
く
城

に
掃
除
婦
と
し
て
潜
り
こ
み
ま
す
。

こ
の
作
品
で
の
ソ
フ
ィ
ー
の
「
歳
を
と
る
」
こ
と
へ
の

台
詞
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
老
婆
に
な
っ

た
自
身
の
姿
を
鏡
で
見
た
と
き
に
、
ソ
フ
ィ
ー
は
絶
望
す

る
の
で
は
な
く
「
落
ち
着
か
な
き
ゃ
。
大
丈
夫
よ
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。
前
よ
り
元
気
そ
う
だ
し
」
と
い
う
の
で
す
。

ソ
フ
ィ
ー
は
妹
に
「
本
当
に
帽
子
屋
に
な
り
た
い
の
？

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
な
き
ゃ
駄
目
よ
」
と
説
教
さ

れ
る
ほ
ど
生
気
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
街
を
出
る
と
い

う
意
思
を
持
っ
て
か
ら
活
力
あ
ふ
れ
る
女
性
に
な
っ
て
い

く
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
後
も
「
歳
を
と
っ
て
い
い
こ
と

は
、
悪
知
恵
が
つ
く
こ
と
ね
。
驚
か
な
く
な
る
し
。
な
く

す
も
の
が
少
な
く
て
す
む
」と
肯
定
的
に
受
け
と
め
ま
す
。

若
い
女
性
で
あ
る
こ
と
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
解
放
さ

れ
、
大
胆
な
ふ
る
ま
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

他
方
、
ソ
フ
ィ
ー
と
は
対
照
的
に
「
若
さ
へ
の
固
執
」

の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
る
の
が
、
若
い
男
性
の
心
臓
を
追

い
求
め
る
魔
女
で
す
。
魔
力
を
奪
い
取
ら
れ
た
後
に
実
年

齢
の
老
婆
に
な
っ
て
ま
で
も
、
ハ
ウ
ル
の
心
臓
に
し
が
み

つ
き
手
放
そ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
老

い
の
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
描
い
て
い
る
だ
け
の
よ
う
で
す

が
、
ソ
フ
ィ
ー
の
姿
が
老
婆
と
少
女
を
往
復
す
る
と
こ
ろ

に
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ハ
ウ

ル
を
守
る
た
め
に
数
多
く
の
冒
険
を
し
て
い
る
と
き
に
ソ

フ
ィ
ー
は
老
婆
か
ら
中
年
女
性
、
そ
し
て
少
女
へ
と
姿
を

何
度
と
な
く
変
え
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
ハ
ウ

ル
も
鑑
賞
者
も
、
ソ
フ
ィ
ー
の
外
見
は
ど
ち
ら
で
も
よ
く

な
っ
て
く
る
の
で
す
。
年
齢
に
縛
ら
れ
自
分
自
身
を
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
化
す
る
の
で
は
な
く
、
い
ま
何
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
さ
れ

ま
す
。
ち
な
み
に
、
ソ
フ
ィ
ー
が
少
女
に
戻
る
の
は
、
寝

て
い
る
と
き
と
、
ハ
ウ
ル
に
恋
を
し
て
い
る
と
き
で
す
。

私
た
ち
も
心
の
な
か
に
ソ
フ
ィ
ー
を
宿
ら
せ
る
こ
と
で
、

だ
れ
も
が
実
年
齢
か
ら
解
放
さ
れ
自
由
に
生
き
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
気
に
な
れ
る
作
品
で
す
。

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

第 6 回

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

『ハウルの動く城』
ブルーレイ、DVD発売中
発売元　ウォルト・ディズニー・ジャパン
©2004 Studio Ghibli・NDDMT

映
画『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』（
２
０
０
４
年
）

山
﨑
京
子

立
教
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
特
任
教
授

日
本
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
理
事
長



か
く
あ
り
た
い
と
思
う
憧
れ
の
女
性
が
い
ま
す
。
田
辺
聖

子
さ
ん
の
小
説
『
姥
ざ
か
り
』
の
主
人
公
、歌
子
さ
ん
、76
歳
。

明
治
生
ま
れ
で
昭
和
初
期
に
船せ

ん

場ば

の
商
家
に
嫁
ぎ
、
戦

後
、
力
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
姑
と
夫
に
代
わ
り
、
商
売
を

盛
り
立
て
て
、
事
業
を
大
き
く
し
ま
す
。
そ
の
会
社
を
長

男
に
ゆ
ず
っ
て
か
ら
は
、い
っ
さ
い
仕
事
に
か
か
わ
ら
ず
、

自
分
の
し
た
い
こ
と
を
し
て
生
き
て
い
る
、
そ
の
姿
が
じ

つ
に
頼
も
し
く
清
々
し
い
の
で
す
。

本
家
の
屋
敷
は
古
く
て
不
便
だ
と
息
子
に
ゆ
ず
り
、
歌

子
さ
ん
は
東
神
戸
の
海
も
山
も
見
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
一
人

暮
ら
し
。
3
人
の
息
子
や
そ
の
連
れ
合
い
た
ち
は
、
歌
子
さ

ん
を
年
寄
り
扱
い
し
、何
か
と「
一
人
で
は
不
便
で
は
」と
い
っ

て
く
る
も
の
の
、
歌
子
さ
ん
を
心
配
し
て
の
こ
と
で
は
な
く
、

息
子
が
3
人
も
い
て
親
を
一
人
で
住
ま
わ
せ
て
い
る
の
は
世

間
体
が
悪
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
も
お
見
通
し
で
す
。

歌
子
さ
ん
は
と
に
か
く
忙
し
く
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
の

相
手
な
ど
し
て
い
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
絵
画
や
英
語
を

習
い
、
お
習
字
を
教
え
、
白
い
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
い
、

観
劇
な
ど
外
出
も
楽
し
み
、
と
に
か
く
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

朝
食
は
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
と
紅
茶
と
ト
ー
ス
ト
。

次
男
宅
に
泊
ま
っ
た
際
、
年
寄
り
は
味
噌
汁
と
漬
物
好
き

な
の
だ
ろ
う
と
出
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
洋
風
料
理

が
好
き
な
年
寄
り
も
い
る
の
だ
」
と
憤
慨
し
ま
す
。

晩
酌
の
描
写
も
素
敵
で
す
。

『
五
勺
の
日
本
酒
に
、
ヒ
ラ
メ
の
エ
ン
ガ
ワ
な
ん
か
の

お
刺
身
。
灰は

い

若わ
か

布め

を
水
に
も
ど
し
て
、
さ
っ
と
、
し
ら
す

干
し
な
ん
か
と
二
杯
酢
で
あ
え
た
も
の
』、『
と
き
ど
き
、

ベ
ラ
ン
ダ
の
鉢
か
ら
、
花
の
つ
ぼ
み
を
と
っ
て
来
て
、
箸

枕
に
し
た
り
』、『
そ
れ
ら
を
心
し
ず
か
に
、
ひ
と
く
ち
、

ひ
と
す
す
り
、
し
つ
つ
食
べ
る
』。
自
分
の
好
き
な
も
の

を
好
き
な
よ
う
に
い
た
だ
く
生
活
を
手
放
し
て
な
る
も
の

か
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

必
死
に
働
い
て
、
夫
も
見
送
り
、
や
っ
と
得
ら
れ
た
一

人
の
暮
ら
し
。
老
人
仲
間
が
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
り
、
孫
自

慢
ば
か
り
し
た
り
す
る
の
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
歌
子
さ

ん
は
、
ひ
た
す
ら
「
自
分
の
い
ま
」
を
楽
し
む
こ
と
に
集

中
し
て
い
ま
す
。

3
人
の
息
子
が
連
絡
し
て
は
煩わ

ず
ら

わ
し
い
こ
と
ば
か
り

い
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
面
倒
く
さ
さ
が
あ
る
か
ら
、
い

ま
の
暮
ら
し
も
楽
し
め
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
り

も
す
る
歌
子
さ
ん
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第
一
世
代
の
私
は
、
同
性
の
先

輩
が
長
く
身
近
に
い
ま
せ
ん
で
し
た
。み
な
、職
場
を
去
っ

た
か
ら
で
す
。
歌
子
さ
ん
の
物
語
を
読
ん
で
い
る
と
、
凛

と
し
た
引
退
後
の
生
活
が
と
て
も
魅
力
的
で
、
懸
命
に
働

い
た
後
、
こ
う
い
う
生
活
が
待
っ
て
い
る
な
ら
、
歳
を
重

ね
る
こ
と
も
悪
く
な
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。「
歌
子

さ
ん
」
の
小
説
は
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
で
も

手
に
入
る
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

第 7 回

小
説
『
姥う

ば

ざ
か
り
』（
著
／
田た

辺な
べ

聖せ
い

子こ

１
９
８
１
年
）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

田辺聖子『姥ざかり』
（新潮社 刊）

田た

中な
か

淳じ
ゅ
ん

子こ

ト
レ
ノ
ケ
ー
ト
株
式
会
社
　
国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー



「
定
年
っ
て
生
前
葬
だ
な
」。
内
館
牧
子
さ
ん
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
小
説
『
終
わ
っ
た
人
』
は
、
こ
の
ひ
と
言
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
主
人
公
は
大
手
銀
行
の
出
世
コ
ー
ス
か
ら
子

会
社
に
出
向
・
転
籍
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
定
年
退
職
を

迎
え
た
田た

代し
ろ

壮そ
う

介す
け

で
す
。
エ
リ
ー
ト
で
仕
事
一
筋
だ
っ
た

主
人
公
で
す
が
、
定
年
後
は
職
探
し
も
ま
ま
な
ら
ず
、
わ

が
家
に
居
場
所
も
な
く
、
迷
い
あ
が
き
続
け
ま
す
。

主
人
公
の
年
齢
設
定
は
63
歳
。
ま
だ
心
技
体
と
も
枯
れ

て
い
な
い
の
に
、
職
場
か
ら
の
退
場
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
は
、
定
年
前
の
自
分
に
未
練
を
持
ち
な
が
ら

「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
に
…
…
」
と
葛
藤
の
末
、

自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

『
終
わ
っ
た
人
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
な
ん
と
も
衝
撃

的
で
し
た
。こ
の
言
葉
、仕
事
ば
か
り
か
人
生
ま
で
終
わ
っ

た
人
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た
か
ら
で
す
。
人
生
を
終
え

る
と
い
う
の
は
死
を
意
味
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
定
年
退

職
が
そ
れ
と
同
等
に
扱
わ
れ
る
の
が
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

と
い
う
の
は
、
私
自
身
も
主
人
公
と
同
じ
年
代
で
あ
り
、

と
て
も
他
人
事
と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

さ
て
、
こ
の
小
説
は
ま
さ
に
定
年
後
の
生
き
方
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
で
す
。
定
年
を
境
に
職
探
し
も
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
主
人
公
と
は
対
照
的
に
、自
分
の
夢
へ
向
か
っ

て
活
き
活
き
と
し
て
い
る
妻
・
田
代
千ち

草ぐ
さ

と
食
い
違
い
が

生
じ
、
夫
婦
関
係
も
気
ま
ず
く
な
り
ま
す
。
程
度
の
差
こ

そ
あ
れ
現
実
に
よ
く
あ
る
話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
か
で
も
、
主
人
公
が
中
小
企
業
へ
面
接
に
行
っ
た
場

面
が
印
象
的
で
し
た
。「
何
だ
っ
て
東
大
出
が
う
ち
あ
た

り
に
…
…
」
と
、
面
接
も
ま
と
も
に
受
け
ら
れ
な
い
様
子

が
、
あ
ま
り
に
リ
ア
ル
で
あ
り
、
そ
の
光
景
は
容
易
に
想

像
で
き
ま
す
。

ま
た
、
登
場
す
る
高
齢
者
の
発
し
た
「
若
い
頃
に
秀
才

で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
大
き
な
会
社
に
勤
務
し
よ
う

と
し
ま
い
と
人
間
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
大
体
同
じ
」
が
心

に
刺
さ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
私
が
若
い
こ
ろ
勤
務

し
て
い
た
会
社
の
社
長
も
、
還
暦
を
迎
え
た
と
き
に
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

『
終
わ
っ
た
人
』
は
、
シ
ニ
ア
世
代
に
と
っ
て
は
現
実

的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
し
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
も
「
明

日
は
わ
が
身
」、
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
投
げ
か
け
た
小
説

で
す
。

一
方
、
シ
ニ
ア
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

取
り
組
ま
れ
る
人
事
担
当
者
に
と
っ
て
も
、
高
齢
者
が
何

を
考
え
、
何
に
悩
ん
で
い
る
か
を
理
解
す
る
う
え
で
た
い

へ
ん
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

余
談
で
す
が
、『
終
わ
っ
た
人
』は
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。

主
人
公
・
田
代
壮
介
役
は
舘た

ち

ひ
ろ
し
さ
ん
、
妻
・
田
代
千

草
役
が
黒く

ろ

木き

瞳ひ
と
み

さ
ん
で
す
。『
終
わ
っ
た
人
』
と
は
無
縁

そ
う
な
２
人
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
深
刻
な
テ
ー
マ
が
そ
こ

ま
で
重
く
な
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

第 8 回

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

内館牧子『終わった人』
（講談社 刊）

小
説
『
終
わ
っ
た
人
』

（
著
／
内う

ち

館だ
て

牧ま
き

子こ　

２
０
１
５
年
）

社
会
保
険
労
務
士

川か
わ

越ご
え

雄ゆ
う

一い
ち

2024.1



何
歳
で
あ
っ
て
も
、
人
が
外
で
働
く
こ
と
に
は
意
味
が

あ
る
の
だ
、
と
思
い
ま
す
。

小
説
の
題
名
の
「
あ
ん
」
と
い
う
の
は
、
ど
ら
焼
き
な

ど
に
入
っ
て
い
る
、
餡あ

ん

子こ

の
「
あ
ん
」
の
こ
と
で
す
。

話
は
、
冴
え
な
い
ど
ら
焼
き
屋
に
、
76
歳
の
徳と

く

江え

が
「
ア

ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
っ
て
ほ
し
い
」
と
や
っ
て
く
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ど
ら
焼
き
屋
の
店
長
は
、
中
年
の
い
わ

ゆ
る
「
ダ
メ
ン
ズ
」（
ダ
メ
な
男
子
）。
雇
わ
れ
店
長
で
、
借

金
を
返
す
た
め
に
、や
り
た
く
も
な
い
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

店
長
は
「
雇
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
申
し
出
を
断
り
ま

す
が
、
徳
江
は
ま
た
や
っ
て
来
て
手
づ
く
り
の
あ
ん
を
置

い
て
い
く
の
で
す
。
そ
の
あ
ん
が
、
あ
ま
り
に
も
美
味
し

か
っ
た
こ
と
か
ら
、店
長
は
、徳
江
を
雇
う
こ
と
に
し
ま
す
。

徳
江
の
あ
ん
づ
く
り
は
て
い
ね
い
で
す
。
昼
の
11
時
の

開
店
に
向
け
、朝
6
時
過
ぎ
か
ら
仕
込
み
を
は
じ
め
ま
す
。

一
晩
浸
し
た
小
豆
を
差
し
水
を
く
り
返
し
な
が
ら
煮
、
煮

汁
を
捨
て
て
、
渋
を
切
り
、
さ
ら
に
、
煮
あ
が
っ
た
小
豆

を
シ
ロ
ッ
プ
と
練
り
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
顔
を
近
づ
け

て
小
豆
の
様
子
を
見
、
小
豆
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
一
つ

ひ
と
つ
の
作
業
を
て
い
ね
い
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
徳
江

が
つ
く
る
あ
ん
が
美
味
し
い
と
評
判
に
な
り
、
店
は
繁
盛

し
ま
す
が
、
順
調
な
日
は
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
。
徳
江
が

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
だ
と
い
う
噂
が
流
れ
、あ
る
と
き
か
ら
、

売
上
げ
は
急
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。

徳
江
の
指
は
ね
じ
曲
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
の
後
遺
症
だ
っ
た
の
で
す
。ハ
ン
セ
ン
病
は
、

か
つ
て
は
「
ら
い
病
」
と
い
っ
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
病
気

で
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
に
「
ら
い
予
防
法
」
が
廃

止
さ
れ
る
ま
で
は
、「
ら
い
病
」
と
診
断
さ
れ
れ
ば
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
施
設
に
隔
離
さ
れ
ま
し
た
。
外
で
働
く
こ

と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
徳
江
は
、
施
設
内
で
五
十

年
お
菓
子
づ
く
り
を
し
て
き
た
の
で
す
。

小
説
で
は
、
厳
し
い
人
生
を
送
っ
て
き
た
徳
江
が
、
店

長
や
店
に
や
っ
て
く
る
女
子
中
学
生
に
、
生
き
る
意
味
を

伝
え
ま
す
。『
あ
ん
』
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
差
別・

偏
見
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
別
の

見
方
を
す
れ
ば
、
事
情
が
あ
っ
て
外
で
働
け
な
か
っ
た
人

が
、
70
代
半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
、
初
め
て
外
で
働
く
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
と
い
う
話
で
も
あ
り
ま
す
。
徳
江

が
ど
ら
焼
き
屋
で
働
い
た
の
は
、生
活
の
た
め
で
は
な
く
、

何
か
に
な
る
た
め
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
働
く
こ
と
が
で
き

た
こ
と
自
体
を
、「
本
当
に
幸
運
だ
っ
た
」
と
い
い
、
そ

れ
自
体
を
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

徳
江
は
、
人
が
生
ま
れ
て
き
た
の
は
、「
こ
の
世
を
観
る

た
め
、
聞
く
た
め
」
で
あ
り
、「
何
に
も
な
れ
な
く
て
も
、

生
ま
れ
て
き
た
意
味
は
あ
る
」
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、

外
で
働
い
た
こ
と
自
体
に
大
き
な
意
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
あ
ん
」
は
、
２
０
１
５
年
に
映
画
化
さ
れ
、
樹き

木き

希き

林り
ん

さ
ん
が
徳
江
役
を
演
じ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
老

女
と
い
っ
た
趣
で
演
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
、

何
に
も
な
れ
な
く
て
も
、
生
ま
れ
て
き
た
意
味
は
あ
る
、

何
歳
で
あ
っ
て

も
、
外
で
働
く

意
味
が
あ
る
、

と
思
わ
せ
る
も

の
が
あ
り
ま

す
。

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

第 9 回

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

小
説
『
あ
ん
』

（
著
／
ド
リ
ア
ン
助す

け

川が
わ

２
０
１
３
年
）

事
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『
土
を
喰
ら
う
十
二
ヵ
月
』
は
、
中な

か

江え

裕ゆ
う

司じ

監
督
が
自

ら
脚
本
を
書
い
て
沢さ

わ

田だ

研け
ん

二じ

を
主
演
に
映
画
化
し
、
２
０

２
２
（
令
和
４
）
年
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
原
案
は
水み

ず

上か
み

勉つ
と
む

に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
「
土
を
喰
う
日
々
―
わ
が
精
進
十

二
ヵ
月
―
」（
１
９
８
２
年
、
新
潮
文
庫
）で
す
。

本
作
は
ツ
ト
ム（
沢
田
研
二
）の
一
人
称
の
語
り
で
描
か

れ
、
信
州
を
舞
台
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
男
性
の
1
年
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
追
っ
て
い
ま
す
。
作
家
の
ツ
ト
ム
は
、
畑
で
野

菜
を
育
て
な
が
ら
人
里
離
れ
た
信
州
の
山
荘
で
愛
犬
と
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
13
年
前
に
亡
く
な
っ
た
妻
の
遺
骨
を
手
元
に

置
き
、
少
年
時
代
に
禅
寺
で
覚
え
た
精
進
料
理
を
も
と
に

料
理
を
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
料
理
の
原
稿
を
書
き
、

時
折
、
東
京
か
ら
訪
ね
て
く
る
年
の
離
れ
た
恋
人
で
編
集
者

の
真
知
子
（
松
た
か
子
）
と
一
緒
に
料
理
を
食
べ
る
時
間
が

楽
し
み
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

食
材
は
、
庭
の
畑
や
近
く
の
山
や
川
で
と
れ
た
質
素
な

も
の
で
す
。
し
か
し
、
て
い
ね
い
に
時
間
を
か
け
て
食
材

が
扱
わ
れ
、
豊
か
な
食
生
活
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

前
半
は
食
べ
て
、
書
い
て
、
日
々
暮
ら
し
て
い
る
ツ
ト

ム
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
真
知
子
に
結
婚
を
申
し
込

む
と
い
う
場
面
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
後
半
に
大
き
な
展
開
が
訪
れ
ま
す
。
ツ
ト
ム

と
同
じ
く
自
然
の
な
か
で
暮
ら
し
、
妻
亡
き
後
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
近
く
に
住
む
義
母
が
突
然
逝
去
。
葬
儀
後

は
、
義
妹
夫
婦
か
ら
遺
骨
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
事

態
も
発
生
し
ま
す
。

ま
た
ツ
ト
ム
に
も
突
然
の
病
が
襲
い
、
心
筋
梗
塞
で
倒

れ
ま
す
。
訪
ね
て
来
た
真
知
子
が
見
つ
け
、
大
事
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、数
日
間
生
死
の
境
を
彷さ

ま
よ徨
い
ま
し
た
。

死
の
間
際
か
ら
目
覚
め
た
際
の
陽
光
の
温
か
さ
、
自
然

の
美
し
さ
、
そ
し
て
食
べ
物
の
美
味
し
さ
。
こ
れ
が
、「
生

き
て
い
る
」
こ
と
か
と
い
う
実
感
を
ツ
ト
ム
は
再
認
識
し
ま

す
。
そ
し
て
真
知
子
が
結
婚
の
申
し
込
み
を
受
け
入
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
断
り
ま
す
。
後
日
、「
私
結
婚
す
る
こ
と

に
し
た
」
と
い
っ
て
ツ
ト
ム
に
別
れ
を
告
げ
る
真
知
子
で
す

が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

精
神
科
医
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
は

『
死
ぬ
瞬
間
』（
２
０
０
１
、
中
公
文
庫
）で
、
死
と
は
長

い
過
程
で
あ
っ
て
特
定
の
瞬
間
で
は
な
い
と
説
き
、「
死

の
受
容
」
と
は
「
長
か
っ
た
人
生
の
最
終
段
階
」
と
し
て
、

痛
み
も
去
り
、
闘
争
も
終
わ
り
、
感
情
も
ほ
と
ん
ど
喪
失

し
、
患
者
は
あ
る
種
の
安
ら
ぎ
を
も
っ
て
眠
っ
て
い
る
状

態
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

ツ
ト
ム
が
妻
や
義
母
の
遺
骨
を
ず
っ
と
収
め
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
、
死
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
「
受
け
入
れ
が

た
さ
」
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ラ
ス
ト
で
は

2
人
の
遺
骨
を
手
放
し
、
ま
た
淡
々
と
日
々
の
暮
ら
し
を

送
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

生
と
死
を
受
容
し
て
な
お
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
こ

う
と
す
る
ツ
ト
ム
の
姿
は
、
あ
る
種
の
人
と
し
て
の
清
々

し
さ
さ
え
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

第 10 回

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す
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祖
父
か
ら
息
子
、
そ
し
て
孫
へ
と
受
け
継
が
れ
る
家
業

は
世
の
中
に
多
い
で
す
が
、
実
際
は
家
族
で
あ
る
が
ゆ
え

の
技
能
伝
承
や
、
継
が
せ
た
い
親
と
子
ど
も
の
心
の
葛
藤

な
ど
、
幾
多
の
む
ず
か
し
さ
も
抱
え
て
い
ま
す
。

司
馬
遼
太
郎
の『
故
郷
忘
じ
が
た
く
候
』は
、
豊
臣
秀

吉
が
朝
鮮
に
出
兵
し
た
16
世
紀
末
、
朝
鮮
半
島
か
ら
薩
摩

へ
連
れ
て
こ
ら
れ
た
朝
鮮
陶
工
の
末
裔
で
あ
る
14
代
の
沈ち

ん

壽じ
ゅ

官か
ん

氏
と
沈
家
の
物
語
で
す
が
、
家
業
に
対
す
る
先
代
と

の
対
話
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

代
々
の
沈
氏
は
薩
摩
焼
を
全
国
に
知
ら
し
め
、
幕
末
の

パ
リ
万
国
博
覧
会
、
明
治
初
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
万
国
博

覧
会
に
も
出
品
し
、世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

初
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
茶
碗
な
ど
の
薩
摩
焼
の
作
陶

の
技
術
を
守
る
こ
と
を
家
風
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
父
の

13
代
は
京
都
帝
国
大
学（
現
在
の
京
都
大
学
）、
14
代
は

早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。
14
代
が
美
術
学
校
に

進
学
し
た
い
と
い
っ
た
と
き
、
父
は
「
ど
う
せ
村
に
帰
っ

て
く
れ
ば
一
生
茶
碗
屋
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
者
が
、
せ
め

て
若
い
こ
ろ
だ
け
で
も
茶
碗
と
縁
の
な
い
こ
と
を
や
っ
て

息
を
抜
い
て
お
か
ね
ば
、
せ
っ
か
く
こ
の
世
に
う
ま
れ
て

き
た
わ
が
身
が
可
哀
そ
う
す
ぎ
る
」と
い
っ
た
そ
う
で
す
。

13
代
が
75
歳
で
他
界
す
る
少
し
前
、す
で
に
子
持
ち
で
一

人
前
と
な
っ
て
い
た
14
代
が
継
承
だ
け
で
は
充
足
で
き
な

い
思
い
も
あ
り
、ほ
か
の
陶
芸
家
の
よ
う
に
流
行
の
展
覧
会

作
品
を
つ
く
り
た
い
と
願
い
出
ま
し
た
。
父
は「
芸
術
家
に

な
り
た
い
か
。
自
分
も
若
い
こ
ろ
は
そ
の
よ
う
な
場
所
で

個
人
の
名
を
華
や
か
に
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
何
ほ
ど
の
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
わ
し
か
ら
み
れ
ば
こ

の
十
数
代
は
山
脈
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
先
祖
の
も
の

を
伝
承
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
み
え
て
一
人
ひ
と
り
の
遺

作
を
み
る
と
、
み
な
個
性
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
は
山
脈
を

起
伏
さ
せ
て
い
る
峰
々
の
よ
う
な
も
の
だ
」と
い
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
諦
め
き
れ
ず
に
「
い
っ
た
い
自
分
は
何
を
目

標
に
生
き
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
か
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
懇

願
す
る
と
、
父
は
「
息
子
を
茶
碗
屋
に
せ
え
や
、
わ
し
の

役
目
は
そ
れ
だ
け
し
か
な
か
っ
た
し
、
お
前
の
役
目
も
そ

れ
だ
け
し
か
な
い
」
と
い
い
ま
す
。
高
齢
の
父
と
息
子
の

対
話
に
は
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と
の
悲
哀
と
喜
び
を
共
有
し

た
親
と
子
、
ま
た
師
に
対
す
る
尊
敬
と
、
弟
子
へ
の
愛
情

に
貫
か
れ
た
深
い
結
び
つ
き
が
滲
み
出
て
い
ま
す
。

小
説
で
は
親
子
の
対
話
は
こ
こ
で
終
わ
り
で
す
が
、
14

代
の
沈
氏
は
先
代
の
厳
命
を
守
り
、
陶
芸
作
家
と
し
て
日

展
や
日
本
工
芸
会
に
所
属
せ
ず
、
４
０
０
年
以
上
続
い
た

家
業
を
守
り
抜
き
、
15
代
目
の
息
子
に
託
し
て
２
０
１
９

（
令
和
元
）年
に
92
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。

あ
る
と
き
14
代
が「
ど
う
す
れ
ば
一
人
前
に
な
れ
る
と
思

う
か
」
と
息
子
に
問
う
と
、「
働
い
て
給
料
を
取
り
、
家
族

を
食
べ
さ
せ
、
守
り
抜
く
」
と
答
え
ま
す
。
し
か
し
14
代
は

「
そ
れ
は
だ
れ
で
も
や
る
こ
と
だ
。
ひ
と
り
で
い
た
っ
て
寂
し

く
な
い
、
自
分
の
信
念
を
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
も
貫
き

通
す
。そ
れ
が
一
人
前
と
い
う
こ
と
だ
」と
諭
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
言
葉
に
は
13
代
が
残
し
た「
山
脈
の
峰
々
」に
通
じ
る

〝
孤
高
〞を
守
る

こ
と
の
重
要
性

が
受
け
継
が
れ

て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

第 11 回

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

小
説
『
故
郷
忘ぼ

う

じ
が
た
く
候

そ
う
ろ
う

』

（
著
／
司し

馬ば

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

１
９
６
８
年
）

司馬遼太郎
『故郷忘じがたく候』 
（文春文庫）

労
働
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
溝み

ぞ

上う
え

憲の
り

文ふ
み



「
総
務
部
総
務
課
山
口
六
平
太
」
は
１
９
８
６（
昭
和

61
）
年
に
雑
誌
『
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
』
に
登
場
後
、
高
井

氏
の
急
逝
ま
で
30
年
以
上
連
載
さ
れ
た
マ
ン
ガ
で
す
。
単

行
本
は
全
81
巻
に
上
り
ま
す
。
主
人
公
の
山
口
六
平
太
が

勤
務
す
る
の
は
中
堅
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
大
日
自
動
車
、

会
社
の
イ
メ
ー
ジ
は
堅
実
で
す
が
地
味
で
ダ
サ
く
、
ト
ミ

タ
や
ニ
ッ
タ
ン
、
ホ
ン
ネ
な
ど
大
手
に
は
る
か
に
及
び
ま

せ
ん
。
し
か
し
田
川
社
長
は
「
い
ま
に
見
と
れ
！
ベ
ン

ツ
何
す
る
も
の
ぞ
！
」
の
気
概
で
会
社
を
引
っ
張
っ
て
い

ま
す
。
一
見
す
る
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
よ
う
な
六
平
太
は
、

何
で
も
屋
の
総
務
部
総
務
課
で
会
社
や
社
員
、
地
域
が
抱

え
る
問
題
を
て
い
ね
い
に
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

若
手
と
高
齢
者
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
「
夢
の
車
」（
そ

の
名
は
ロ
シ
ナ
ン
テ
）
を
つ
く
ろ
う
と
奮
闘
す
る
ス
ト
ー

リ
ー
が
た
び
た
び
描
か
れ
て
い
ま
す
（
第
29
〜
33
巻
）。

飲
み
屋
で
若
手
が
六
平
太
に
「
会
社
も
会
社
の
つ
く
っ
て

る
車
も
決
し
て
悪
く
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
い
ま
ひ
と
つ
と

き
め
き
が
な
い
ん
で
す
」
と
こ
ぼ
し
ま
す
。
六
平
太
は
そ

ん
な
若
手
に
さ
り
げ
な
く
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
考
え
さ
せ

ま
す
。
一
方
、
元
工
場
長
の
現
相
談
役
や
ベ
テ
ラ
ン
設
計

技
術
者
、
自
動
車
整
備
工
場
の
老
経
営
者
に
話
を
持
ち
か

け
ま
す
。
昔
は
夢
を
抱
き
挑
戦
者
だ
っ
た
高
齢
者
が
若
手

と
と
も
に
新
し
い
夢
を
追
い
か
け
ま
す
。

と
は
い
え
、
高
齢
者
と
若
手
の
意
識
に
ズ
レ
も
あ
り
ま

す
。
元
工
場
長
の
横
山
相
談
役
は
情
熱
の
あ
ま
り
自
分
が

先
頭
に
立
っ
て
行
動
し
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
と
き
、「
相

談
役
は
何
を
な
さ
り
た
い
の
で
す
か
？
」、「
幾
つ
に
な
っ

て
も
お
山
の
大
将
が
似
合
う
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
で
す

よ
」
と
六
平
太
が
直
言
し
ま
す
。
一
瞬
立
腹
し
た
横
山
で

す
が
我
に
返
り
ま
す
。
そ
の
後
、
若
手
を
相
手
に
「
必
要

な
の
は
、
み
ん
な
を
引
き
ず
り
回
す
お
山
の
大
将
じ
ゃ
な

く
仲
間
な
ん
だ
っ
て
な
」
と
し
み
じ
み
と
反
省
し
ま
す
。

高
齢
者
に
は
若
手
に
は
で
き
な
い
役
回
り
が
あ
り
ま

す
。
横
山
は
取
締
役
会
で
夢
の
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義

を
社
長
以
下
の
役
員
に
熱
弁
、
予
算
を
獲
得
し
ま
す
。
知

識
や
経
験
が
乏
し
く
現
実
離
れ
し
た
ア
イ
デ
ア
に
な
り
が

ち
な
若
手
の
デ
ザ
イ
ン
に
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
が
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
で
助
け
船
を
出
し
ま
す
。
新
開
発
エ
ン
ジ
ン
や

車
両
試
験
装
置
の
使
用
を
巡
っ
て
会
社
が
一
番
力
を
入
れ

て
い
る
新
車（
キ
ー
ウ
ィ
）開
発
チ
ー
ム
と
衝
突
し
ま
す
。

今
度
は
若
手
が
情
熱
で
問
題
を
解
決
し
ま
す
。

高
齢
者
の
知
恵
を
授
け
れ
ば
若
手
や
中
堅
は
大
き
く

成
長
し
ま
す
。
一
方
、
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
の

存
在
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
将
来
の
大
き
な
収
穫
が
期
待

で
き
る
の
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
崩
れ
て
は
組
織
に
と
っ

て
大
き
な
損
失
で
す
。
両
者
の
間
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

よ
さ
を
引
き
出
す
触
媒
と
な
る
人
物
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
マ
ン
ガ
に
登
場
す
る
高
齢
者
は
み
ん
な
、
輝
き
を
取

り
戻
し
ま
す
。
山
口
六
平
太
が
そ
の
触
媒
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

最終回

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

マ
ン
ガ
『
総
務
部
総
務
課
山
口
六
平
太
』

（
作
／
林
律
雄
、
画
／
高
井
研
一
郎
）

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
　
内
田
賢

Ⓒ林律雄・高井研一郎／小学館Ⓒ林律雄・高井研一郎／小学館
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